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小
泉
首
相
が

「死
期
が
迫
っ
た
と
き
に
延
命
治
療
を
拒
否
す
る
」
こ
と
な
ど
を
申
し
合
わ
せ
た
日
本
尊
厳
死
協
会

の
会
員
に
な
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
超
党
派
の
国
会
議
員
で
つ
く
る
議
員
連
盟
も
、
来
年
の
通
常
国
会
に

「尊
厳

死
」
の
申
し
出
を
認
め
た
医
師
に
法
律
上
の
責
任
が
及
ば
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ

「尊
厳
死
法

案
」
の
提
出
を
目
指
す
。
た
だ
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
尊
厳
死
を
認
め
る
か
な
ど
の
基
準
が
あ
い
ま
い
だ
と
の
指
摘

も
あ
り
、
意
見
集
約
は
簡
単
で
は
な
さ
そ
う
だ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（伊
藤
宏
、
餌
取
稔
也
）

月
、
首
相
官
邸
で
の
総
合
科

学
技
術
会
議
メ
ン
バ
ー
と
の

会
食
の
席
で
、
日
本
尊
厳
死

協
会
の
会
員
に
な
っ
た
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。

関
係
者
に
よ
る
と
、
首
相

は
尊
厳
死
問
題
に
関
心
を
持

っ
て
お
り
、
自
ら
資
料
も
集

め
て
検
討
し
た
と
い
う
。

日
本
尊
厳
死
協
会
は
、

７６

首
相
・奥
田
氏
も
「延
命
拒
否
」
の
協
会
に

事
件
の
た
び
に
会
員
急
増

「不
治
の
病
に
な
っ
た
時

に
延
命
治
療
を
断
る
尊
厳
死

協
会
と
い
う
の
が
あ
る
。

１０

万
円
払
っ
て
、
終
身
会
員
に

な
っ
た
」
。
小
泉
首
相
は
４
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12「 (万人)

０６
富
山
県
の
射
水
市
民
病
院
で
、
医
師
が
患
者
の
人
工
呼
吸
器
外
す
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０５
尊
厳
死
法
制
化
を
考
え
る
議
員
連
盟
発
足

０２
オ
ラ
ン
ダ
、ベ
ル
ギ
ー
で

安
楽
死
の
合
法
化
法
施
行

９４
湘鄭牌獅桧諭認
ＩⅣば４月日「‐―１
９５
疎勁緑務針駒価裁劃決

９２
日
本
医
師
会
が
尊
厳
死

肯
定
の
報
告
書

９‐
神
奈
川
県
伊
勢
原
市
の
東
海
大

付
属
病
院
で
安
楽
死
事
件
発
生

９０
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
元
駐
日
米
大
使
が
尊
厳
死

８３
日
本
尊
厳
死
協
会
に
改
称

７６
年
安
楽
死
協
会
設
立

年
に
安
楽
死
協
会
と
し
て
発

足
。

「安
ら
か
に
、
人
間
ら

し
く
死
ぬ
権
利
」
を
求
め
る

「尊
厳
死
の
宣
言
書
」
の
普

及
を
進
め
る
。
宣
言
書
は
▽

死
期
が
近
づ
い
た
ら
延
命
措

置
を
拒
否
す
る
▽
苦
痛
を
和

ら
げ
る
冶
療
を
望
む
▽
数
カ

月
に
わ
た
っ
て
植
物
状
態
に

な
っ
た
ら
生
命
維
持
装
置
を

や
め
る
―
―
な
ど
の
内
容
。

署
名

・
押
印
し
、
年
会
費
３

千
円
か
、
終
身
会
費
１０
万
円

を
払
え
ば
会
員
に
な
れ
る
。

同
協
会
の
自
井
正
夫
事
務

局
次
長
は

「自
然
に
任
せ
な

が
ら
、
思
い
の
ま
ま
に
残
さ

れ
た
日
々
を
大
切
に
過
ご
す

と
い
う
生
き
方
も
あ
る
は
ず

だ
」
と
話
す
。

９０
年
に
１
万
人
ほ
ど
だ
っ

た
会
員
数
は
、

９０
年
代
は
じ

め
に
尊
厳
死
を
め
ぐ
る
出
来

事
が
相
次
ぐ
な
か
で
急
増
。

今
年
３
月
、
富
山
県
射
水
市

民
病
院
の
医
師
が
患
者
の
人

工
呼
吸
器
を
は
ず
し
た
問
題

も
影
響
し
、
４
月
の
入
会
者

数
は
前
月
の
４
倍
の
２
８
０

０
人
余
り
に
。
会
員
数
は
１１

万
人
を
突
破
し
た
。
財
界
か

ら
も
奥
田
碩

上
削
日
本
経
団

連
会
長
や
牛
尾
治
朗

・
ウ
シ

オ
電
機
会
長
が
入
会
、
協
会

顧
間
に
な
っ
て
い
る
。

男
性
が
約
３
万
７
千
人
に

対
し
、
女
性
は
約
７
万
８
千

人
と
倍
以
上
。
協
会
は

「日

本
で
は
家
族
の
介
護

ｏ
看
病

を
女
性
が
担
う
こ
と
が
多

い
。
終
末
期
医
療
を
目
の
当

た
り
に
し
、
自
ら
の

『死
』

を
見
つ
め
直
す
結
果
で
は
な

い
か
」
と
説
明
す
る
。

本
人
の
意
思
確
認
は
／
判
断
基
準
は

議
論
残
し
法
制
化
の
動
き

死
期
が
近
づ
い
た
ら
、
薬

で
痛
み
を
和
ら
げ
て
も
ら

い
、
死
を
迎
え
た
い
―
―
。

そ
う
考
え
る
患
者
が
増
え
る

一
方
、
延
命
措
置
を
や
め
る

こ
と
で
法
的
責
任
を
問
わ
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
す

る
医
師
も
少
な
く
な
い
。

協
会
の
働
き
か
け
も
あ

り
、
超
党
派
の
衆
参
国
会
議

員
は
０５
年
、

「尊
厳
死
法
制

化
を
考
え
る
議
員
連
盟
」
を

立
ち
上
げ
た
。
不
治
の
病
と

な
っ
た
患
者
本
人
の
意
思
に

基
づ
き
、
医
師
が
延
命
措
置

を
し
な
か
っ
た
と
し
て
も
民

事
上
、
刑
事
上
の
責
任
を

問
わ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
の

が
法
制
化

の
狙
い
だ
と
い

う
。議

連
に
は
国
会
議
員
６７
人

が
参
加
。
幹
事
長
の
渡
辺
秀

央
参
院
議
員

（民
主
党
）
は

「尊
い
命
の
最
後
が
大
切
に

扱
わ
れ
る
た
め
に
法
制
化
を

議
論
す
べ
き
時
が
き
て
い

る
」
と
話
す
。

た
だ
、
法
案
の
賛
否
は
死

生
観
を
は
ら
み
、
法
制
化
へ

の
道
の
り
は
単
純
で
は
な

い
。
今
国
会
に
は

「
人
の

死
」
を
扱
う
二
つ
の
臓
器
移

植
法
改
正
案
が
与
党
議
員

か
ら
提
出
さ
れ
た
が
、
い
ず

れ
も
審
議
さ
れ
な
い
ま
ま

継
続
審
議
に
な
る
見
通
し

だ
。

「脳
死
」
を
巡
り
、
関
係

議
員
の
考
え
が
様
々
で
、
与

党
内
で
も

一
つ
に
ま
と
め
る

こ
と
が
難
し
い
か
ら
だ
。

尊
厳
死
で
も
、
議
連
は
関

係
団
体
に
意
見
を
聴
い
て
い

る
が
、
手
放
し
で
賛
成
す
る


